
5）DPC対応の状況   

DI■C対応の状況についてみると、医師書住着では「DPC対鎮痛院」が58．1％、「DPC準  

備病院」が2”％、「対応していない」が10，6％であった。医師では「DPC対象病院」が糾0％、  

rDPC準備病院」が26．3％、「対応していない」がg．1％であった。  

図豪89 DPC対応の状況  

（れ  2肌     朋粍    101     8（n l（肌  

8）施設▲準届出   

施設基準届出状況についてみると、医師背任者、医師ともに「ハイリスク分娩管理加算  

届出施設」（それぞれ‘8．1％、755％）が最も多く、次いで「医師事務作業補助体制加算届  

出施設」（613％、54．g％）、「入院時医学管理加算届損施設」（1g．3％、柑．4％）となった。  

なお、「3つの施設基準届出施設」はそれぞれ1ヱ．3％、1ヱ．9％であった。  

四豪90 施鮫■準届出状況（複数回筈）  

0．O1 20．O1 40．0ヽ 00．O1 80．（粍 l00．仇  

入鏡時匿孝管理加∫届出経験  

匿繹事ホ作暮ヰ勤体嶋加■届出▲股  

ハイリスク分仇t理加算雇出■般  

ユつの▲股暮事■出▲瞼  

■DPO対■■峡 □DPG事■■醜 ■対応していない □不明  
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②臣岬の暮本■性  
1）匿繹の性別   

医師の性別についてみると、医師責任者では「男性」が94．4％、「女性」が5．5％であっ  

た。医師では「男性」が83．‘％、「女性」が柑．3％であった。  

四義gl医師の性別  

（粍 l01 摘  m l仇  5（れ 蛾  7（粍  801 … 1∝嶋  

2）医師の年齢   

医師の年齢についてみると、医師責任者の平均は51．6歳（標準偏差7仇中央値52．0）、  

医師の平均は40．1歳（標準偏差7．さ、中央値00．0）であった。   

年齢の分布についてみると、医師責任者では「50～54乱（2只．欝％）が最も多く、次いで  

「45～49歳」（22．＄％）、「55～59歳」（210％）であった．医師では「35～39歳」（2‖％）  

が最も多く、次いで「40～側歳」（230％）、「30～34歳」（194％）であった。  

凹ホ92 医師の年♯  

医師責任者（歳）  

（注）有効回答数・医師★住着肝2．3田、医師爪－4，】78。  

図喪93 医師の年齢   
■よ性  口女性  ロ■回書  



3）医師としての経験年数   

医師としての経験年数についてみると、医師貴任古の平均ほ261叶（標準偏差70、伸東  

低25月）、医師の平均は144年（標準偏ズ74、小豆と偵140）であ／）た  

国養94 医師としての経験年数  

5）医師の主たる担当診療科   

医師が担当するi三たる診掠斜についてみると、医師資佳肴、医師ともに「内科」（それぞ  

れ213％，262％）が最も多く、次いで「外科」（12只％、151％）、「整形外科」（103％、  

9来一施）、「産科・産婦人科」（9－5（払、き9％）、「小児科」（90％、9．Ⅰ％）、「脳神経外科」（6．7％、  

55％）、「精神科」（24％、22‘％）、「救急科⊥（】g％、22％）であった。  

図表96 医師の主たる担当診儀科  

（注）有効回答儀・医師キ托者n＝2．376、医師n＝4，㈹票 

4）調査対象層偏での勤続年数   

調た対象病院での勤続年数に／ついてみると、医師責任者グ）平均Hl14中一（標準偏差￥2 

中央値9．8）、医師の平均は55年（標ボ偏差49、中央値3月）であった  

図表95 鯛壬対象病院での勤続年数  

仇
 
 

仇
 
 
 
 
 
 
α
 
 

（往）打効回答数：医劇欄旧者nE2Jき9、医師肝4．227  

6）勤務形態   

勤務形層別こついてみると、医師責任者、医師と婁）に9割以！二が「常勤」であった。  

図薇97 勤務形態  

肌 l肌  2仇  3仇  4仇  5（穐  8（汽  70ヽ  8（h  90ヽ l仰  

医師責任者】人が管理する医師の人数についてみると、男性医師の平均は72人照準偏  

差99、中央値40）、女性医師の平均はユー3人（標準偏差3，8、中央値10）であった。  

同義99 医師責任者1人が管理する医師の人数  

男作医帥（人）  

女十引去師（人）  

け［）有効回答数．労作医師什⊂2．2叫 女性医師医師肝l．72j。  

8）医師の役■攣   

医師における役職についてみると、「管理職以外のスタッフ医師」（犯〕％）が最も多く、  

次いで 鳩刊馴修医」（余0（拓）であった∪  

同憂100 医師の役■（∩＝4，227）  
7）医師責任者の投七蠣   

医師眉任者における役職についてみると、「部長．（55－5ワ（，）が厳ヰJ多く、次いで「医長・  

科長＿（172％）、「副院長．（143％）であった（  

図嚢98 医師1住着の役儀（∩＝2，389）  
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2）入院鯵ホにおける担当患書の肴九蠣（医師事のみ）   

医師の入院診療における担当患者の有無についてみると、「あり」がg7（〉％、「なし」が  

12．2％であった．  

園轟103 入院鯵♯における担当患者の有ホ  

O1  2肌  4（粍  8仇  ①01  1（仇  

⑨医師の勤務実態尊  
1）外稟鯵■担当の■■   

外来診療担当の有無についてみると、医師責任者では「あり」が95．1％、「なし」が4，4％  

であった。医師では「あり」が91．5％、「なし」がS．Ⅰ％であった。  

図養101外来診療担当の有■  

仇  tO1 20ヽ  3（n  ■Ol  机  001  7眺  抑  801 1m  

■あり  □なし  ロ★回答   

医師I人あたりの担当入院患者凱こついてみると、平均は10．9人（標準偏差10．4、中央  

値二10．0）であった。  

図衰104臣節1人あたりの担当入院患者数（平成20年10月兼現在、∩＝3．524）  

●あリ  ロなし  ロ■回書   

医師1人あたり1日の平均外来診察患者数についてみると、医師責任者では平均32古人  

（標準偏差17．2、中央値30．0）、医師では平均28．0人（標準偏差14．9、中央値25．0）であっ  

た。  

国璽102 医師1人あたり1日の平均外来鯵寧患者数  

3）直近1点間の実働潮時間   

直近1週間の実勤務時間についてみると、医師責任者は平均5写．0時間（標準偏差14．9、  

中央値57．‘）、医師は平均61．3時間（標準偏差H．3、中央値‘0．0）であった。  

図曇105 直近1週Ⅶの実動精時W  

医師責任者（人）  

（注）有効回答数：医師★住着Ⅳq170、医師n－ユ，6Rユ。  

医師背任者（時間）  

医師（時間）  

（任）有効回答数こ医師★任者肝2，278、医師n－3，96j。  

89   00  

診療科別に直近1週間の実動摸時間をみると、医師責任者では「救急科」（62．6時間）が  

最も長く、次いでー脳神経外科」（6ヱ．3時間）、「産科・産婦人科」（60．2時間）、「外科」（00，1  

時間）であった。医師では「救急科」（74．4時間）が最も長く、次いでー外科」（65．0時間）、  

「脳神経外科」と「産科・産婦人科」（ともに639時間）、「小児科」（揖．7時間）、「内科」  

（‘0．4時間）であった。  

圃♯106 診療科別 直近1遇Ⅶの美勤務時間（平均）  

00  200  100   000   脚○柵l仰○  

4）1か月あたりの当直回数および連続当彊回数   

医師責任者における、平成20年10月1か月あたりの当直回軌こついてみると、「産科・  

産嶋人科」が2．90回（標準偏差3．21、中央値2．00）と最も多く、次いで「救急科」が2．73  

回（標準偏差2．95、中央値2．00）、r小児科」が2．13回（標準偏差2∠は、中央他L00）、「脳  

神経外科」が1．7角回（標準偏差1，さき、中央値1．00）であった。いずれの診療科においても、  

平成19年10月と比較して若干ではあるが少なくなっている。  

図豪1071か月あたり当直回数（医師責任書）  

（単位：回）  

小児科  平成】9年  0月  2．21   2．42   1000  0．00  2．00  諺警誓訝控雲竜野  潤深管珊．・′エ   1ご，          ；撃▲猫義】ノ  ヤ－ 一際く  全体  平成19年  0月  1．75   2．20   柑．00  0．00  】．00   平成20年  0月    ．引  2．t5   t祭．00  0．00  l．00  内科  平成19年  0月    ．52  Ⅰ．71   10．00  0．00  1．00   平成20年  0月   ，45  1．73   10．00  0．00  t．00  隋神科  平成19年10月     ．6l ．48  2．50 2．50   12！00 13．∝I  000  100   平成20年  0月       0．00  0．50                     平成20年  0月  2．り   2．48   t2．00  0．00  1．00   
外科  平成t9年  0月  l．4ユ     ．66  tO．00  0，（将  1．00  

平成20年  0月  l．34    ．63  tO．00  0．00  l．00   

脳神経外科  平成t9年10月   1．90  
】．78  

整形外科  平成19年  0月  l．42  
1．21  

産科・  平成19年  0月  3．25   3．44   t3．00  0．（旧  2．00   

産婦人科  平成20年  0月  2．90   ユ．2l   ‖．00  0．（旧  2，00   
救急科  平成t9年  0月  3．り   2．98   廿00  0．00  

平成20年10月   2．7二‡   2．95   IO．00  0．α：l  2．00   
その他  平成19年10月   l．42   l．97   ほ．00  q・Op  】，Op  

平成20年10月   t．30   1．99   柑，00  0．00  0．00   

診療科不明  平成Ⅰ9年10月   ユ．00   2．8ユ   4．00  0．00  4．（旧  
平成20牢10月   2．（旧   2．83   4．（粕  0．00  4．00  
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医師における、平成20年10月1か月あたり平均当直固執こついてみると、「救急科」が  

548回（標準偏差277、中央値6．00）と最も多く、次いで「産科・産婦人科」が4．51回順  

準偏差〕．26、中央値408）、r小児科」が34阜阿（標準偏差2．39、中央値3．的）、「脳神経外  

科」が1∝＝岨（標準偏差2．07臥中央値300）であった。一掃神科」を除くいずれの診療  

科においても、平成19年10月と比較して若干ではあるが少なくなっている。  

図♯1091か月あたり当直回数（医師）  

（単位：阿）  

匹嚢1081か月あたり平均当直回数（医師t佳肴）  

也  
0（氾    1〔旧     2．00    3（氾    ●∝1    5∞  

全体（nこZJ3J）  

内科（∩＝498）  

■沖科（∩＝57）  

小児科（n＝209）  

外科（∩＝298）  

騨榊♯外科（『l帥）  

義形外科（n＝2小）   

虔科・鷹け人利（nニ～柑）  

救急科（∩＝43）  

モの他（∩＝…）  

鯵★科不明（n＝2）  

全体  平成19年㍉旧月  2．92  2．32  1月．00   0．OD  J甲  平成20年10月  さ．7窮  2．24  15．00   0．00  2．00   

内科  平成   0月  2．54  l．‘9    0．00  0．00  ヱ・鱒  
平成20年iO月  Z．4l  】．63   0．00  0．00  2－00   

精神科  平腐＝9年】0月  2．44  2．14    0．00  0．00  2．00  
平成20年10月  2－4る  2．41   i2．00   

小児科  平成 9年】0月  36）  2．ユ6  1】．∝l   q・00  ナノqq  
平成20年】0月  3．48  2．39  】し00   0，00  〕．00   

外科  平成19年10月  乙72  1．gl  12．00   000  ヱ．00  
平成20年tO月   

平成19年】0月  3．2月  2．47  1衰．00   0．00  3，け0  

脳神経外科                平成20年10月  1．0：事  ヱ．07  10．00   0－00  〕．00   
整形外科  平成け年相月  2．3占  】．7ヱ  15．00   0．00  ？・00  

平成20年10月  2．2ユ  1．60  g．00   0．00  2．00   

産科・  平成19年】0月  4．75  〕．40  15．00   0．00  5．00   
産婦人科  平成20年10月  4．51  3．2‘  15．00   0．00  4．00   
救急科  平成19年相月  5－65  2－7）    3．00  0，00  6．00  

平成20年】0月  5．4R  2．77   3．00  0．（拍  6．00   

その他  平成】9年】8月  2．39  2．2月    5．00  ウノ00  享・鱒  
平成20年10月  2．元  2．2：！  13．00   000  2．00   

診療科不明  平 ゝ    0月  511  ）．g9  】0．00   0．00  す・鱒  
4．01  10．00   0．00  4．00  

（注）平成t9年10Ilおよび平成20年tO月ともに欠損値のないデータを対鋸こ集計を行一ノた。  

医師責任者における、平成20年」0月1か月あたりの連続当直回数の平均についてみる  

と、「産科・産婦人科」が0，29回（標準偏差0．96、中央値0．00）と最も多く、次いで「精神  

科」の0．】‘回（標準偏差0．g5、中央値0．0朗であった。  

図♯1111か月あたり連続当直回数（医師★任著）  

（単位：回）  

図書1101か月あたり平均当直回数（医師）  

0（氾  l．（氾   2（カ   3（氾  l．00   5．抑  

全体（∩＝3895〉  

内科（∩＝tO38）  

■わ科（n＝92）  

小児科（∩＝350）  

外科（「ド5閲）  

脳神経外科（∩＝217）  

■形外科（∩＝耶2）   

産科・産竹人科（n＝329）  

救急科（∩＝80）  

その他（n＝8川）  

診療科不明（∩＝9）  

穂鞋・潤－  、鞋禦珊黒】際健∴蓄    ‥－咽     鯛欝  鴻脚犠誠  
全体  平成19年10月  0．07  05l  t500  0．00  0．00  

平成20年】0月  0．07  0．4二事  】0．（X〉  0．00  0．（氾   
内科  平成】9年10月  0．03  0．20  ヱ00  0．00  0一（岬  

平成20年10月  0．05  0．19  2．00  0．00  0．00   

精神科  平成t9  tO月   0．05  
平成20年相月  0．1（）   

小児科  平成】9    q月   叩4  ．旦里  6．00  0．Oq  0．00  
平成20    0月   0．06  0．47  5．00  0．00  0．00   

外科   平成19    0月  006  0．2S  2．00  0．00  ＿生壁 
平成：0  10月  0．00        0．05  0．25  2．00  0．00   

脳神経外科  平成19年10月  0．07  0．〕4  3．00  0．00  0．00  
平成20年   0月   0．05  0．ヱ4  2．00  0．00  0．00   

髪形外科  i†用＝9年   0月   0．01  0．20  2．00  0．鱒  0．00  
や成20年10月  0．03  0．2j  3．00  0．08  0．00   

産科・  平成19年10Jl  0．40  】40  15．00  D（氾  ODO   
産婦人科  ーF成20年10月  0．29  0．96  10．00  0．00  0．00   

救急科  平成19年10月  0．0：！  0．】6  1．00  0．00  0．00  

γ成20年10月  0．0ヱ  0．】6  1．00  0．00  0．00   

その他  平成】9年】0月  0．0：I  0．ヱ3  j．（氾  0．00  0．00  
平成10年】0月  0．05  0．33  4，00  0．00  0．00   

診療科不明  ・F成19年川月  0．00  0．00  000  0．00  0．00  
γ成20年10月  0，00  0．00    0．00  0．㈹  

（rEいF成19隼10月およぴサ成20年10J】と卓，に欠楕値のないデータを村敦に乳汁㍍十－た  



医師における、平成20年10月Ⅰか月あたりの連続当直回数の平均についてみると、「産  

科・産婦人科」が0，40回（標準偏差0息7、中央値0．叩）と最も多く、次いで「救急科」の  

0．38回（標準偏差1．02、中央値0．00）であった。多くの診療科では、平成19年と比較する  

と少なくなっているが、「救急科」ヤは多くなっている。  

国璽1131か月あたり連続当直国数（医師）  

（単位：回）  

圃養1121か月あたり違横当確個牡の平均（匿師責任者）  

全体（n＝22●7）  

内利（∩＝イ77）  

廿躊科（膵頸）  

小児科（n＝202〉  

外科（n＝285）  

臓♯線外科（炸叶咽）  

義欝外科（炉23り   

土榊・よ■人科（n＝212）  

緻土樽（n＝41）  

その他（n＝S92〉  

暮■剛不■（l下2）  

全体  平成Ⅰ9年10月   0．14  0．60  15．∝l  0．（XI  0．（氾  
平成20年10月  0．り  0．5ニー  tO．00  0．00  0．00   

内科  平成19年10月  0．0耳  0．4l  6．00  0．00  0．（X〉  
平成20年  0月  0．08  0．3丁  4．00  0．08  0．00   

精神科  平成柑年  0月  0．09  0．j6  2．00  0．00  0．00  
平成20年10月   0．08  0，3烏  主．od  0．（X〉  0．00   

小児科  平成19年10月  0．09  ∧－〈〈【P二）！   

平成20年10月  ○，36   

外科  平成け年10月   0．14  0．58  6．00  0．00  0．00  
平成20年】0月   0．tl  0．45  5．00  0．00  0．00   

脳神経外科  平成I9年10月   0．柑  0，67  6．00  0．00  0．00  
平成20年10月  0．15  0．5l  3．00  0．00  0．00   

整形外科  平成19年  0月   0，1】  0．5：！  6．00  0．00  0．（氾  

平成20年  0月   0．‖  0．45  4．（泊  0，08  0．00   

産科・  平成19年  0月  0．47  1．22  15．00  0．00  0，α）   
産婦人科  平成20年  0月  0．示  0．87  5．00  0．00  0．（氾   
救急科  平成19年  0月   0．26  0．67  3．00  0．00  0．00  

平成20年10月  3  】．02  5．（旧  0．（氾  0．00   

その他  平成19年  0月  0．08  0．50  8．00  0，（旧  0．00  
平成20年  0月  0．】0  0．59  10．00  0．00  0．（粕   

診療科不明  平成19年  0月  0．25  0．Tt  2，00  0．00  0（旧  
平成20年10月  0．1ニー  0．35  】．（旧  0．00  

他）平成】9年】0月および平成20年10月ともに欠損値のないデータを対象lこ集計を行った。  
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5）所1ホ快以外での勤務の■書（医疇のみ）   

医師における所属病院以外での勤務の有，引こついてみると、全体では、「あり」が32．‘％、  

「なし」が63．4％であった。多くの診療科においてはほぼ同程度の割合であったが、r精神  

科」およぴr救急科」では、「あり」（それぞれ56き％、41．g％）の割合が他の診療科と比較  

して高い結果となった。  

包曇115 所眞病牒以外での勤務の書九  

01  2仇  ●仇  肌  8帆  t叩l  

図義1141か月あたり遽鱗当直回数の平均（医師）  

全体（∩＝1fけり  

内科（n＝10：和）  

♯♯鞘（∩＝81）  

小児科（lF31り  

外科（∩＝582〉  

脇榊縫外科（rF211〉  

義形外科（rF315）   

塵科・塵｝人科（鮮338〉  

放鳥科（n三8t）  

その他（n＝701）  

幹■科不明（n＝8）  

（江）平成19年】0月および平成20年10月ともに欠損備のないデータを対乳こ集計を行った。  

■あり  8なし  □■回答   



④各診療科における業務員担のま化（平成20年10月末現在）  

医師責任者に自らが管理する鯵■科の状況として回答していただいた項目  

1）各鯵ホ科における入院鯵■に係る兼職負担の変化   

平成20隼10月において、1年前と比較した、各診療科における入院診撰に係る業務負  

押の変化について医師衰佳苗にたずねたところ、全体では「軽減した＿が73％と／亡り、「変  

わらない が474％、「増加した」が43〕％とな一）た。いずれの診療科もほほ同様の割合で  

あるが、「小児科」「精神科－「救急科」では他の診療科と比較して「軽減した」が相対的に  

若干高く、うち「小児科「救急科」では「増加した」が相対的に低くなっているn  

図表117 各診療科における入院診療に係る兼務負担のま化（医師責任者）  

1年前と比較して  

（粍 l（れ  20ヽ  ユ（粍  4（汽  501 8（h  7（h  80ヽ  9〔粍 1（肌  

6）アル／くイトの状況（医師のみ）   

平成20年10月の医師におけるアル／、イトの状況に／〕いてみると、【仁か月あたりの勤務  

日数」の、平均は248日（標準偏差299、中央値tOO）、rlかH（r）当血口懐＿ の平均は0了ふ  

回（標準偏差1．77、中央値000）、「うち連綿当跡司教一 の平触よO11【r－】（標準偏差049、  

中央値000）、r】週間の勤務時間」の平島吊パ5時間（標準偏差141、咋央値4．0）でかっ  

た。なお、平成Ⅰ9隼と20年で人きな差異はみられなか／フたり  

園喪116 アルバイトの状況  

lか月あたりの勤  

扁＝†敬（11）   

】か月の当直回数  
（回）   20年10月   0．7（）  ト77  1500  0．00  （）00   

ヒ記のうち連続当  
底回教（回）   

1週間の勤務時間  

（時間）   20年10月   月．5  14）  98．0  0．0  ヰ0   

（注）各項目について欠絹値のないデーータを対穀に集計した。一1か月あたりの勤務日敬」り  

n一之845、「1か月あたり当直回数」けー匡托12、「1・記のうt）連続当直回数」はnE25ウ1、  

「l週間の勤務時間」はnt2557。   

■軽濾した   □たわらない   ロ岬加した   □■回答   

平成20年10月において、1午前と比較した各診療科における入院診療に係る業務負担の  

変化について、入院患者数等の変化別にみると、入院患者数等が減少した施設では増加し  

た施設よりも、「軽減した」が若干高くなっているが、人きな差異はみられなか／）た。いず  

れの施設でも r増加した」が4割強となった“  

図表119 各診療科における入院診療に係る業務負担の変化（医師★住着）  

1年前と比較して（入院患者数専の嚢化別）  

仇  m     4（粍     8肌     8仇     tt）0ヽ  

平成20年10月において、】年前と比較した、各診療科における入院診棟に係る業務包應  

の変化について仁勤務医負担軽減策の取組み状況別にみると、すべての取組みで「取り組  

んでいないノ施設よりは「取り組んでいる」施設のほうが「軽減した」の割合がやや■鈍か  
ったもの♂〕、大きな差異はみられなかった。いずれも「増加Lた．がヰ刺強となった．，  

図表118 各診療科における入院診療に係る業務負担の変イヒ（医師★任著）  

1年前と比較して（施設における各勤精医負担軽減策の取租み状況別）  

t汽  20～     1（汽     醐     8（八    l（Xn  

●織よした   ローわらない   田嶋加した   ロー回答  

一汗）「減少した施設」‾増加した施設」とは、平成19年10Jlと比較して、陶里20年10月の患者  

数がそれぞれ減少した、増加した施設 

□たわらない   □増加した   ロ★回書  

（往）「取り組んでいない」施設とH∴吉日軸にあるが取り組メでい／上い」「計L自i；こなし、」と回答  

しノた施設 



各診療科における入院診射こ係る業務負担がt年前と比較して「増加した」理由として、  

医師★任者票の自由記述欄の内容からまとめると、以下のようになった。  

匹義120 各鯵■科における入桝に係る業務■担が増加した理由（匿輝暮任書）  

1年椚と比較して（自由記述形式）  

2）各鯵簾科における外来鯵■に係る業務1担の彙化   

平成20年1（〉月において、1年前と比較した、各診療科における外来診療に係る業務負担  

の変化について、医師責任者にたずねたところ、全体では「軽減した」が6．0％、一変わら  

ない」が53．4％、「増加した」が3病．3％であった。   

診療科別にみると、「精神科」ではー増加した」が古2．1％と、他の診療科と比較して突出  

して高かった。→方、「′ト児科J、「整形外科」では「増加した」が他の診療科と比較して相  

対的に低く、「軽減した」が他と比較して相対的に高い結果となった。  

阿濃122 各鯵■料におけa叶来診膚に係る業務■担の文化（医師責任者）  

1年前と比較して  

（h l仇 2帆 肌 l肌  鍋 肌  TO1 8仇 情 t∝粍  

」・入院患者数の増加  
・医師数（非常勤・研修医含む）の減少、能力不足  

・手術・分娩回数の増加  
・事務作業の増加  
・重症患者の増加  
・時間外診療、救急診療の増加  

・電子化による煩雑化  
・高齢患者の増加  
いスタッフ不足   

各診療科における入院診療に係る業務負担が1年前と比較して「軽減した」理由として、  

医師責任者票の自由記述欄の内容からまとめると、以下のようになった。  

図養121各鯵■科における入…に係る業務1担が以した理由（臣節責任書）  

1年前と比較して（自由記述形式）  

・医師（非常勤・研修医を含む）の増員  

・入院の縮′ト・廃止  
・手術数の減少  
・スタッフの増員  
・チーム医療の実施  
・t子化による業務軽減   

■♯■した  □集わらない  ロ愴加した  ロ■画書   

平成20年10月において、1年前と比較した、各診療科における外来診療に係る業務負担  

の変化について、勤務医負担軽減策の取組み状況別にみると、各項目で便り組んでいる」  

施設の方が噛り組んでいない」施設よりも「軽虜した」がわすかではあるが高くなって  
いる。しかし、大きな差異はみられず、いずれも「増加した」がヰ割近くを占めた。  

政義123 各鯵♯科における坤に係る業務1捏の変化（医師責任者）  

1年椚と比較して（施設における各勤務医1担軽減策の取組み状況別）  

○ヽ  201    ●仇    l仇     仰    1肌  

平成20年10月において、1年前と比較した、各診撰科における外来診療に係る業務負担  

の変化について、外来患者数等の変化別にみると、外来延べ患者数が減少した施設では、  

増加した施設と比較して、「軽減した」が高く、「増加した」が低かった。しかしながら、  

大きな差異はみられず、「変わらない」が50％を超え、鳩加した」が4割程度となった。  

図表124 各鯵■科における外来紬に係る業務■担の嚢化（医師責任者）  

1年れと比較して（外来息著数儀のた化別）  

仇  2仇    1（h l（h     椚    1肌  

■軽減した   8艦わらない   ロ増加した   ロ■回讐  

（注）「減少した施設」「増加した施設」とは、平成19年tO月と比較して平成20年相月の患者  
数がそれぞれ減少した、増加した施設。   

■軽減した   ローわらない   ロ増加した   ロ■回書  

（注）「取り組んでいない」施設とは、「計画にあるが取り組んでいない」「計画にない」と回答  

した施設。  

107  



3）各診療科における夜Ⅶ・早順の軽症救急患者数の彙化   

平成20年4月以降の、各診療科における夜間・早朝の軽症救急患者数の変化について医  

師青佳肴にたずねたところ、全体では「減少した」が91％、「変わらない」が71．1％、「増  

加した」が160％であ／）た。   

診煉科別にみると、「′ト児科」では「減少した」がt96％、「救急科」では「減少した」  

が163％と他の診療科と比較すると「減少した」の割合が相対的に高かった。一方、「脳神  

格外科」では「増加した」が244％と、他の診療科と比較すると高い結果となった。  

同義127 各鯵■科における夜間・早朝の軽症救急患者数の変化（医師責任者）  

平成20年4月以降  

【れ  2（h  401  肌  肌    It仇  

各診療科における外来診煉に係る業務負紳が1年前と比較して「増加」た」埋應として  

【束師貴住着票の自由記述欄の内容をまとめると、以下のようになった。  

図喪125 各鯵膚科における外来診療に係る業務負担が増加した理由（医師1住着）  

1年前と比較して（自由書己述形式、主なもの）  

・患者数の増加  
・医師数（非常勤・研修医含む）の減少  

・医師の能力不足  
・電r化による煩雑化  

・事務作東の増加  
・思首′－の説明に要すか時間の増加  

・外来診療内容の広範化・煩雑化  
・外来種当同数（F】数・時間）の増加  

・近隣の病院・診瞭所の閉鎖・縮′卜等  
・検査件数の増加Ⅰ  
・電症患者の増加  
・時間外診標、救急診瞭の増力【】  

・患者かFJの要求の増加・複雑化  

・スタッフ不建   

各診擦科における外来診蝶に係ら葉柄il揮が1午前と比較し／てー事草減した」矧tlとしこ  

医師徴佳肴票のr】由記述欄の内容を立とめると、以F（′）王うに／亡′jた 

図表126 各診療科における外来診療に係る♯精負担が軽M理由（医師責任者）  

1年前と比較して（自由紀述形式）  

・メディカルクラーク等の軋匠に上る事務作業の種減  
・救急診嫌の制限・縮小  
t医師（非常勤・研修医を含む）の増員  

・休診月の確保、診療時間の短縮  

・患者数の減少  
・投薬通院の減少  
・電r化による兼務軽減  

・予約制・紹介制の導入  ／等  

■薫少した   □文わらない   ロ増加した   □★回書   

平成ヱ0年10月において、1年前と比較した、各診療科における医師の勤務状況の変化に  

ついて‥患者数の変化別にみると、「改善した」「どちらかというと改善した」の合計が約2  

割、r変わらない」が約4割、「悪化したJ「どちらかというと悪化した」の合計が約4割と  

いった配分であり、患者数の変化による大きな差異はみられなかった。  

図表129 各診療科における医師の勤務状況の変化（医師責任者）  

1年前と比較して（患者数の変化別）  

（粍  2帆  101  8（几  8（粍  l彿  

4）各鯵膚科における医師の勤務状況の変化   

平J′父20年】0月において、1年前と比較した、各診療科における医師の勤務状況の変化に  

ついて医師青侍者にたずねたところ、全体では「変わら／ごい」（413％）が最も多く、次い  

で「どちらかというと悪化した．（214％）、「酎ヒした」（194‘滝）、「どちらかというと改善  

した」（115％）、「改善Lた」（53－％）の噸であったr   

r改善した＿「どちらかというと改善Lた」の含引でみると、「救急科」（2祭0％）、「産科・  

産婦人科」（256％）、「小児科」（224【施）が他の診探科と比較して相対的に高い結果と′亡′〕  

た。 方、「精神科」では r悪化した」（2931％）、「どちらかとい∫）と悪化した－（259（㍉〉）  

を合わせると5割を超えており、他の診療科と比較すると相対的にも高い結果とな′）た 

圃褒128 各診療科における医師の勤務状況の変化（医師責任者）  

1年前と比較して  

（粍  2（粍  ヰ0ヽ  8仇  8肌    l00ヽ  

ロどちらかというと改善した  
■どちらかというと悪化した  
ロモの他  

（汗〉減少t＿た施設Jrf即Ilした施設】とは、平成】9年10J】と比較【ノて1ll戌20年10月の患者  

数がそれぞれ減少した、増加Lた旅i設。   

■改善した  □どちらかというと改善した  
□責わらない  ■どちらかというと悪化した  
ロ葱化した  ロその他専  



5）各診療科における医師の人数・勤務実♯讐   

各診療科における常勤医師数の変化についてみると、1施設あたりの常勤医師数は、一掃  

神科」では平成19年10月がg．5人であったのが平成20年10月にはA．2人とわずかではあ  

るものの減少したが、他の診療科では横道いか微増となった。   

常勤医師数が「増加」という割合をみると、「救急科」（34．9％）が最も磨く、次いで「産  

科・産婦人科」（28．1％）、「内科」（26．7％）、「′ト児科」（26．3％）であった．一方、r減少」  

という割合をみると、「精神科」（26J％）が最も高く、次いで、「救急科」（25．6％）、「内科」  

（252％）であった。  

図嚢130 各診療科における♯勤医師数の変イヒ  

各診療科における非常勤医師数の変化についてみると、1施設あたりの非常勤医師数は、  

横道いか微増となった。   

非常勤医師蘭が「増加」という割合をみると、「救急科」と「産科・産婦人科」を除くと  

r変動なし．が㌢割から9割程度となった。「救急科」と「産科・産婦人科」では「増加」  

が2割抱度、「減少」が】割程度となった。  

図喪131各診療科における非＃勤医師数の変化  

料 し  別誠      ＝  珊■■■■■■■■             ∵し一‡，；    一 ・  2，289  6．7  6．g  2：事．3％  59．4％i  ‖．3％  内科  464  9．6  9．7  2‘．7％   4貧．1％   25．2％  精神科  57  臥5  g．2  14．0％   59．6％   26．3％  小児科  205  7．2  7．4  26．3％   5る．1％：   17．る％  外科  292  7．会  7．窟  24．3％   53．4％   22．3％  脳神経外科  157  4．‘  4．7  14．‘％l 72．0％ll）．4％  整形外科  2：事7  6．1  ‘．3  ヱ2．R％ニ ‘‘．2％≡   ll．伊％  産科・産婦人科  2】7  ‘．2  6．4  2R，1％   5‘．2％   15．m   
救急科   43 1 9．0   9．3  34．9％   39，5％   25．6％   
その他   ‘15   4．2   4．4  20．0％  ‘泉．5％   11．5％   
不明   21I 】2．0   11．5   l  

（注）・「常勤医師数・平均値」は   l施設あたりの平均医師数。単位は「人」。  

・「非常勤医師の変化Jは平成I9年10月と比べて平成20年10月の医師数がどのように  
変化したかの制令。   

・「常勤医師の変化」は平成19年】0月と比べて平成20年10月の医師数がどのように変   
化したかの割合。  

11a   

各診療科における常勤医師1人あたり月平均残業時間の変化についてみると、「救急科」  

以外では機業時間は増加しているが、「放念科」では平成19年10月の月授業時間が平均47．5  

時間であったのが平成20年相月の月残集時間は平均437時間と短縮している。しかしな  

がら、平成20年相月の残業時間をみると、「救急科」の残業時間は、「脳神経外科」（側．7  

時間）に次いで2番目に長い状況である。   

常勤医師の残業時間が「減少」という割合についてみると、「救急科」（19．4％）が最も高  

く、次いで「産科・産婦人科」（17．4％）、憾形外科」（17．0％）となった。一九「増加」  

という割合はー減少」よりも高く、最も高いのは「外科」（3Ⅰ．2％）で、次いで、「小児科」  

（29．5％）、憾形外科」（2g．9％）となった。「変動なし」が5割強から6割餓を占めた。  

図表132 各診療科における♯肋医師1人あたり月平均残業時間のた化  

各診療科における非常勤医師l人あたり月残業時閉の変化についてみると、「精神科」「外  

札「脳神経外科」「整形外科」「産科・産婦人科」でわずかではあるが増加した。   

非常勤医師の残業時間が「減少」という割合についてみると、「産科・産婦人科」が最も  

高かったが、それでも9．5％であった。また、「増加」という割合については「外科」が最  

も高かったが、それでも10Ⅰ％であった。g割から9割程度が「変動なし」であった。  

図表133 各鯵■科における非♯勤医師1人あたり月平均残業時間の変化  

▼  

離      妾、 ．357   9．‘   9．g    4  肯7，R％   7．g％   

内  科  2g6   11．5  10．9    4  88．5％    7．0％   
構‡申科  35   11．6  1二Z．1    5  重  き5．7％】  尺．6％   
小児科  12：事  R．余   7．4    g  86．2％    5．7％   

外科  1bせ   11．0  ⅠⅠ．1    山  R6．3％    10．1％   
脳神経外科  A9   10．9  11．3    u  9】，0％    7．9％   
整形外科  142  6．る   蘇．5    2  88．7％    9．2％  
・産婦人科  11b   10．l  】0，3    9  gユ．‘％  6．9％  
、科  2g   】4．5  14．3    7  秤5．7％    7．1％   
その他  369  7．7   g．7    3  g9．4％    7．る％   
不明  0．0   6．0  

ロ  27  37．5   3g．4  14．6％   5g．2％ 27．1％   
内科   359   37．6   3g．6  12，5％  ‘2．4％   25．1％   
精神科   45   30．2   ユ3．0  11．1％   64．4％   24．4％   
小児科   14‘   32．9   33．9  13．7％   5（〉．S％   29．5％   
外科   234   4l．2   43．1  12．4％   56．4％   3】．2％   
脳神経外科  ヱ】  44．5   4‘．7  13．2％l 59．5％1 27．3％   
整形外科  94  36．4   36．寓  17．0％   54．1％   2g．9％   
産科・産婦人科  67  40．2   40．5  17．4％   55．7％   26．ウ％   
救急科   30   47．5   4：事．7  19．4％   5g．3％． 2二！．ヱ％   
その他   52：！   34．9   35，5  15．9％   57．9％   2る，2％   
不明   2   65．0   ‘5，0  
（注）・「常勤医師・残業時間・平均値」は一施設あたり         均残業時間。単位は「時  

（江）・「非常勤懐師・残業時間・平均値」は一施設あたりの医師l人あたり平均残業時間。単佗  

は「時間」u  

・「非常勤医師残業時間の変化」は平成t9年10月と比べて平成20年tO月の残業時間がどの  
ように変化したかの割合。   

間」。  
・「常勤医師残業時間の変化」は平成19年10月と比べて平成20年10月の残業時間がどのよ   
うに変化したかの割合。  



各診療科における連種当直をした医師の延べ人数についてみると、ほぼ横道いであった。  

また、連続1直をLた医師の延べ人数の変化について「変動なし」の割合がg割強から 9  

判強を■l。めた。  

図表135 各診療科における連続当直をした医師の延べ人数  

各診療科における常勤l吏帥1人あたnJl平均1直回数り）変化に一）いて嵐ると、今てl／）ミ今  

療料でほぼ横這いであ／〕た，診療科別にみろと、・l7戌20隼】O f＝ハ月1り勾1盛l〔1数か賠≠）  

阜いのは「席料・産婦人科一（48【∩】）で、次いで r救急科＿〔4ユー可）「小リノ科．り5い巾  

であった。   

常勤医帥の－1弓直阿数が「減少一 という割合が娘¢j高かった（川‡救急打」り06一㌍，J  

次いで、「席料・産婦人科」（223％）、「′卜児杓」（2】7一粥，1てあ／ノたり  ノブ、「増加」  

割合が嵐も高か／）たげ）はr絹神村」（lR9％）で、次いで、「小児ヰL（t6Rし沌）、「救急科（Ⅰ67r〉．  

「席料・麻婦人科（160％）であった  

図表134 各診療科における常勤医師1人あたり月平均当直回勤の変化  

全体   2，（拍2   2．9   29  150サi，  71．0％   140ハ 

内科   414   2．R   2ぎ  】ヱ．粁㌦   7：！．2サご．  150  

精神†科   53   2．6   2．7  】1ユリも   69只？ノふ   】89   

小児科   l只4   】．5   3．5  21．7％   61－40′ム   l（）辞  

外科   25R   2．7   27  】7．4％   68．2％   】41  

脳神鍾外科   132   〕．0   2，9  lヱ．9サム‡ 77．3％】 9，只  
悩形外科   205   2．5   25  】ヱ．7％   72．7％   14．6  

塵斜・産囁人科   ● ●   4．9   4．只  ユ2．〕％，  61，7％  】60  

救急科   3る   4．4   4．2  ）0．6％   52．R％   1（）  

その他   570   2．2   2．2  1l．只％   76．7％   11bOム   
不明   2   4．5   4．5  

（沌）∴連続■1直医師延べ人数・ヰ′均値」は】施設あたりの連続当直をした医師の延べ人数の平   

均晩 附加ま「人j。  

・「連続当直医師延べ人数の変化」は平成19年10月と比べて平成20年】0月の連続当直石延   

へ人数がどのように変化したかの割合。  

（注トイ常勤医師・当直回教・平均値」は】施設あたりの医師1人あたりIJ平均当直回数。附正  

ほ「回J。   

・「常勤医師当直回数の変化」は判戊柑牛用月と比べて平成20年】0月の当直桓J数がとの  

ように変化したかの割合（ 

各診療科における医如の退職者故についてみると、男件の常勤医師P退職者数が多い（′）  

は「精神科」「外科．「内科＿ である。「救急科」では、平成19年㍉ニは野竹の常勤医師の退  

職者散は多かったが、】平成20年は相対的に退職一首数が減少している。  

国表136 各診療科における医師の退■有数  

6）各診療科における医師の勤務負担軽減策の取組状況欄   

各診礫科における医師の勤務負担軽減策の取組み状況についてみると、取り組んでいる  

という割合が最も商いのは「医師事務作業補助者（医療クラーーク）の配置」（50．41払）で、  

次いで、「医師業務の看護師等コメディカルへの移転」（290■垢）、r常勤医肺の増員．（23ヱ（施）  

であった。他の項目については．取り組んでいるという割合が20％未満であった。  

図表13丁 勤務負担軽減策の取紐状況＜取り組んでいるもの＞（複数回筈、∩＝2．389）  
葬  井触－  

女性∴  ‥〉震  性   、女性 √  
全体   1，952  0．49  0．5ヱ  0．14  01〕  011  0．1う  0．05  0．0も   

内科   399  0，75  0．77  0」7  0】6  022  0．21  0OR  00月   

精神科   4f；  0．90  0．94  0．5二≧  0．j5  009  000  002  0．00   

小見料   ほ7  0．40  0．43  0，27  024  0Of；  005  0．05  005   
外科   236  0，79  091  0tl  0】〕  0】6  01お  007  0，07   

540  0．26  0．2月  0．1二l  009  0．0二事  007  005  0．0（I   脳神締外科  り0  0．2R  029  0．Ot  0，02  004  0けb  001  002  整形外科  179  0，49  050  00二！  004  0－20  0．25  0．0】  00二Z  産科・塵婦人科  t95  0．24  0ヱ7  01b  0】る  004  0，05  00（1  0，07  救急科  ）る  0R3  050  00二l  01l  0コ0  014  00（）  009  そJ）他                    イこ明  2  10．00  9．50  ト00  0，50  250  250  000  0（）0   

6001  

400ヽ  

200ヽ  

00ヽ  り［）Ⅰり隼」け平成＝＝ト＝車｝I‡〝）退職音数「コ0††」ほ骨丁某コロ軒4り、ウJ】げ〕退職古軋  
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各診療科で取り組んでいる、「その他の勤務負担軽減策」について医師千住者票の自由記  

述欄の内容をとりまとめると、以下のとおりである。  

図曇139 各鯵■科で取り組んでいる、その他の勤務1担軽減策（自由紀述形式）   

各診療科における医師の勤務負担軽減策の取組み状況について、取り組んでいるものを  

診療科別にみると、r内科」では、r医師業務の看護師等コメディカルへの移転」r医師事務  

作業補助者の配置」r常勤医肺の増月」「非常勤医師の増員」「短時間勤務の導入」「当直翌  

日の残業なしの配慮」において「全体」と比較して相対的に割合が高かった。一・方、「精神  

科」ではどの取組みも「全体」と比較すると低かった。「救急科」「産科▼産婦人科J「小児  

科」では、「連続当直を行わない勤務シフト体制」が他の診療科と比較して相対的に高かっ  

た。このほか、「救急科」では、「当直翌日の機業なしの配慮J「当直翌日の仮眠をとれる体  

制」の割合が他の診療科と比較して相対的に高かった。  

囲曇138 一向精負担軽減策の取組み状況  

・当直後の配慮（翌日勤務時間短縮、翌日休暇、後日の代休取得等）   

・外来患者受入れの制限（予約制・紹介制・長期処方等）   

・休暇への配慮（長期休暇・有給休暇の取得奨励、土日挽Hの交替での休暇取得等）   

・チーーム担当医制の導入   
・他院からの当直医師の応援・非常勤医師による当直   
・地域の病院・診療所との連携（診探応壊・手術応援・輪番制等）   

■ ■IT環境の惣備等   

・オンコーール体制の導入・充実   
・シフト勤務制の導入  ／専  

政り組んでいる勤務負担軽減策の効果についてみると、効果があった（「効果があった」  

＋「どちらかといえば効果があった」）との回答が最も多かったのは「医師事務作業補助者  

の配隠J（7乙名％）で、次いで「常勤医師の増員」（70．7％）、r非常勤医師の増員jくる7．8％）、  

r医師業務看護師等コメディカ／レへの移転」（664％）であった。   

また、効果がなかった（「効果がなかった」＋「どちらかといえば効果がなかった」）と  

の回答が最も多かったのは「外来診療時間の短縮」（2g7％）で、次いで「当直翌日の仮眠  

をとれる体制」くユ5．る％）、r当直翌日の残業なしの配慮」（柑．5％）、【短時間勤務の導入」  

（17．8％）であった。  

（注）表中の上段数億の単位は「件」、下段数値の単位は「％J。  

12l  122  

7）経済面での処遇の嚢王（平成20年4月以降）   

平成20年4月以降の各診療科における基本給（賞与を含む）の変化についてみると、全  

体では「増額した」が6．g％、「変わらない」がg3．0％、「減額した」が55％であった。い  

ずれの診療科もほぼ同様の傾向であるが、「脳神経外科」およぴ「産科・産婦人科」では「増  

額した」との回答が他と比較すると相対的に高かった。一方、「救急科」では「減額した」  

との回答割合が他と比較すると相対的に高くなっている。  

阿賽141各鯵療科における暮本給（賞与を含む）の蒙化  

（粍     2仇    l（邦     軌     跡    1∝札   

同義140 取り組んでいる勤務■担軽減策の効集  

肪     20I l仇    …    …   1∝性  
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